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の間に有意な正の相関がみられ（r=0.826, p=0.006、r=0.671, p=0.048、r=0.798, p=0.010）、緑
葉野菜については出生体重・頭囲との相関も有意であった（r=0.767, p=0.016、r=0.762, 
p=0.017）。 
【考察・結論】 
 母体腸内細菌叢のうち Bacteroidetes門の構成比は児の出生体重と関連することが示唆さ
れた。出生体重の過小や過大は生活習慣病発症リスクと関連することが報告されており、
コホートの継続により母体腸内細菌叢が児の将来の生活習慣病発症リスクに及ぼす影響を
明らかにする必要がある。また、母体の食品摂取量と Bacteroidetes門の構成比、児の発育指
標のそれぞれに関連がみられたことから、母体の食事が児の発育指標に与える影響につい
ては、栄養素の直接的影響と腸内細菌叢を介した間接的影響を区分して検証する必要があ
る。さらに、魚の摂取量の中でも焼き魚の摂取量が関連していたことから、調理法による
影響の違いについても検討が必要である。 
